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補
て
ん
金
は
飼
料
代
金
や
積
立
金
、
売
掛

金
な
ど
と
の
相
殺
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

生
産
者
の
収
入
と
み
な
さ
れ
る
た
め
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。

　「
配
合
飼
料
安
定
基
金
」
と
は
、
生
産
者
と

飼
料
メ
ー
カ
ー
が
積
み
立
て
た
財
源
と
、
国

か
ら
の
財
源
を
合
わ
せ
た
補
て
ん
財
源
を

使
っ
て
、
配
合
飼
料
価
格
が
大
幅
に
上
昇
し

た
時
に
生
産
者
へ
補
て
ん
金
を
交
付
す
る
制

度
で
す
。

　
配
合
飼
料
安
定
基
金
は
、
畜
産
生
産
者
お

よ
び
飼
料
メ
ー
カ
ー
が
積
み
立
て
た
基
金
に

よ
り
運
営
さ
れ
る
「
通
常
補
て
ん
制
度
」（
通

常
基
金
）
と
、
財
源
の
一
部
を
国
が
助
成
し

て
い
る
「
異
常
補
て
ん
制
度
」（
異
常
基
金
）

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
通
常
基
金
に
は
、「
全
農
基
金
」「
畜
産
基
金
」

「
商
系
基
金
（
全
日
基
）」
の
三
つ
の
基
金
団

体
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。
全
農
基
金
は
、
全

国
の
総
合
農
協
が
供
給
す
る
「
く
み
あ
い
配

合
飼
料
」
を
取
り
扱
う
全
農
系
の
基
金
に
な

り
ま
す
。
配
合
飼
料
を
使
用
し
て
補
て
ん
金

を
受
け
取
る
に
は
、
基
金
窓
口
の
J
A
や
県

の
基
金
協
会
と
契
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

複
数
の
飼
料
メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
い
る
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
窓
口
と
契
約
を
結
び

ま
す
。

　
配
合
飼
料
安
定
基
金
は
4
年
を
一
つ
の
事

業
単
位
と
し
て
い
る
た
め
、「
基
本
契
約
」
を

４
年
ご
と
に
締
結
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、

積
立
や
補
て
ん
の
根
拠
と
な
る
契
約
数
量
を

四
半
期
別
に
結
ぶ
「
数
量
契
約
」
を
毎
年
締

結
し
ま
す
。
配
合
飼
料
安
定
基
金
に
加
入
で

き
る
生
産
者
は
図
２
の
通
り
で
す
。

　
４
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
が
積
立
金
の
納

付
時
期
に
な
り
ま
す
。
全
農
基
金
の
令
和
７
年

度
の
積
立
金
単
価
は
、
1
t
当
た
り
生
産
者

が
8
0
0
円
、
県
連
が
4
0
0
円
、
全
農
が

1
2
0
0
円
（
そ
の
う
ち
8
0
0
円
は
積
増

し
分
）
で
す
（
図
３
）。
単
価
は
毎
年
見
直
さ

れ
ま
す
の
で
詳
細
は
お
近
く
の
J
A
職
員
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　「
補
て
ん
単
価
」
は
輸
入
5
原
料
（
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
・
マ
イ
ロ
・
大
豆
粕
・
大
麦
・
小
麦
）

の
当
該
四
半
期
の
加
重
平
均
価
格
と
直
前
1

年
間
の
加
重
平
均
価
格
を
比
べ
て
、
当
該
四

半
期
の
加
重
平
均
価
格
の
方
が
高
け
れ
ば
、

そ
の
差
が
補
て
ん
単
価
の
上
限
と
な
り
ま
す
。

補
て
ん
単
価
は
50
円
単
位
で
切
り
捨
て
と
な

り
、
単
価
が
5
0
0
円
未
満
の
場
合
は
補
て

ん
を
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
て
ん
は
「
通

常
基
金
」
か
ら
の
「
通
常
補
て
ん
」
が
優
先

し
て
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
当
該
四
半
期
の
加

重
平
均
価
格
が
直
前
1
年
間
の
加
重
平
均
価

格
と
比
べ
て
1
1
5
％
を
超
え
た
場
合
、
そ

の
部
分
は
「
異
常
基
金
」
か
ら
の
「
異
常
補

　
特
例
補
て
ん
単
価
は
、
従
来
の
異
常
補
て

ん
算
定
額
を
上
限
に
各
基
金
団
体
が
理
事
会

で
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
決
定
し
た
単

価
の
半
分
を
国
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
団
体
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
配
合
飼
料
安
定
基
金
は
、
配
合
飼
料
の
価

格
変
動
が
畜
産
生
産
者
の
経
営
に
与
え
る
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
に
作
ら
れ
、
現
在
も
畜

産
生
産
者
の
多
く
が
活
用
す
る
制
度
で
す
。

引
き
続
き
基
金
契
約
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

て
ん
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
（
図
４
）。「
補
て

ん
対
象
数
量
」
は
、
当
該
四
半
期
に
出
荷
さ

れ
た
数
量
と
契
約
数
量
を
比
べ
て
少
な
い
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
方
法
で
決
ま
っ
た
「
補
て
ん

単
価
」
と
「
補
て
ん
対
象
数
量
」
を
か
け
合

わ
せ
た
金
額
が
「
補
て
ん
金
額
」
に
な
り
ま

す
。

　
国
、
基
金
団
体
お
よ
び
生
産
者
団
体
が
協

力
し
て
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
、
令
和
7

年
度
よ
り
以
下
の
内
容
へ
変
更
し
ま
し
た
。

概要について解説
配合飼料安定基金

配合飼料高騰時に畜産経営への影響を緩和するための
「配合飼料安定基金」の概要について説明します。次年度の契約前に
改めて基本をおさらいしましょう！

知って
おきたい!!

全農基金
全国配合飼料供給安定基金

畜産基金
全国畜産配合飼料価格安定基金

商系基金（全日基）
全日本配合飼料価格畜産安定基金

令
和
７
年
度
か
ら
の

●営利目的で継続的に家畜を飼育しており、飼料原料価格の変動リスクを負い畜産経営を業として
営んでいる者（学校や研究所、試験場などは対象外）。

●下記の家畜全て、または一部について常時飼養している者。

　　採卵鶏　100羽以上 肉用鶏　500羽以上 乳用牛　１頭以上

　　肉用牛　１頭以上 肥育豚　5頭以上 種　豚　２頭以上

　　うずら　1,000羽以上 その他　特畜種（基金が認めた家畜で、別途書類が必要）

図２  配合飼料安定基金に加入できる生産者

800円
×契約数量(t)

800円
×契約数量(t)

800円
×契約数量(t)

400円
×契約数量(t)

400円
×契約数量(t)

1,200円
×契約数量(t)
（内800円は積増し分）
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●当該四半期の加重平均価格が直前1年間の加重平均価格
を超える場合に、上回った額の補てんが発動。

●さらに当該四半期の加重平均価格が直前1年間の加重平均
価格の115％を超える場合に、上回った額の異常補てんが
発動。

四
半
期
ご
と
の
平
均
輸
入
原
料
価
格

直前四半期 当該四半期

基準輸入
原料価格
の115％

基準輸入原料価格
（直前１年間の平均）    

異常
補てん

通常
補てん

農林水産省WEBページより

図３  全農基金積立金の納付フロー（令和7年度）

115％を超える部分に対して
異常補てんが発動

基準輸入原料価格を超える
部分に対して、通常補てんが発動

（円/t）

制
度
の
目
的

配
合
飼
料
安
定
基
金
の
仕
組
み

基
金
契
約
の
締
結

積
立
金
の
納
付

補
て
ん
金
の
交
付

最
後
に

図1  通常基金を管理する三つの基金図４  配合飼料価格安定制度の主な補てん発動条件

変
更
点

①
財
源
確
保
お
よ
び
新
た
な
借
入
れ
抑

制
の
た
め
、
通
常
補
て
ん
財
源
の
保
有

水
準
の
引
き
上
げ

②
配
合
飼
料
単
価
の
上
昇
を
踏
ま
え
、

補
て
ん
単
価
の
下
限
を
従
来
の
１
t
当

た
り
2
5
0
円
か
ら
5
0
0
円
へ
引
き

上
げ

③
通
常
補
て
ん
財
源
の
保
有
水
準
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
従
来
の

異
常
補
て
ん
制
度
の
中
に
新
た
な
補
て

ん
制
度
と
し
て
「
特
例
補
て
ん
制
度
」

を
設
立
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